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What’s KOMAYA Semi ?
We’re researching all about Media !

駒谷ゼミは、メディア情報リテラシーの修得をゴールにしています。「Enjoy your research!」を
モットーに、ゼミ全体ではラジオの番組制作をはじめとするメディア活動、個人ではゼミ生の好きな
コトをとことん卒論として研究しています！

• 「つんく の歌詞はなぜ共感できるのか」～モーニング娘。の楽曲から
• 韓国大手事務所 SM ENTERTAINMENTのグローバルサクセス

～少女時代・Redvelvet・aespaを事例として～
• King&Prince 5年間の軌跡と奇跡
• トップアイドル指原莉乃によるアイドルグループのプロデュース戦略
• オーディション番組BOYS PLANETにおける「人気」盛衰の裏側

アイドル系

スポーツ系

アニメ・舞台系

♪音楽系♪

書籍系

・世代別『クレヨンしんちゃん』像
・舞台ヒプノシスマイク4年間の軌跡～2.5次元舞台の成長とともに～
・ステージ照明による「色」と「動き」～与える印象と生じる感情～ • “きれいな音楽”とは～Z世代の音楽感性～

• 帯紙のチカラ～視覚情報から購買行動へのプロセス～

• プロ野球団楽天イーグルスのYouTube利用から考える
ファンコンテンツ

Koma Semi 8th members, Hachi-keez!
駒谷ゼミでは、3年前期で卒論のテーマを模索し決定し、後期にはテーマに則した研究方法で進め
ています。今年の3年ゼミ生は11人、11色のトピックで取り組んでいます！
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What’s JJ Radio 1 ?
JWU official radio program 

produced by Koma semi !
駒谷ゼミは、コミュニティFM「渋谷のラジオ」の中で、大学公認ラジオ番組「渋谷のJJラジオ 1」
を担当しています。駒ゼミ3年生が番組の企画・取材・発信を行っています。今年で放送開始か
ら5年目、3年前からYouTube・Twitter・TikTok・InstagramでSNS展開もしています。
実践女子大生JJ（ジェイジェイ）の視点から、等身大のキャンパスライフをお届けしています。

Road to “ON AIR”

Step 1 企画
担当する月ごとにグループで
トークテーマや音楽セトリを
検討し決定

Step 2 取材
各月の担当班が企画書を作成。
駒谷を通してアポ取りを行い、
見学・インタビュー・アンケート
などを実施

Step 3 編集
尺と内容のバランスを考えて
Timetable 決定稿を作成し、
楽曲セトリを決定

Step 4 最終MTG
「渋谷のラジオ」スタッフ・大学
担当者・ゼミ生・駒谷で当日の
段取りについて事前ミーティング

Step 5 本番

We're live from 
Shibuya Radio!

渋谷のラジオ 87.6MHz
毎月第1日曜日

10:00~10:30 OA
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7月の放送では、「映画を見るならサブスク派？映画館派？」と題して、ソーシャルネイティブの
Z世代の女子大生が、実際にどのように映画を見るのかについてトークしました。
サブスク派は、「学生月額250円のプライムビデオで見ることが多い。アップされている映画は基
本見放題。サブスクだと、途中で止めたり、好きなシーンを繰り返し見たりできるので便利」、一方、
映画館派は、「推しが出ている映画は、絶対映画館で見る！エンドロールに名前がドーンと出る
ので感動！」との意見が出ました。
Z世代はソーシャルメディア中心の生活を送っていますが、推しがきっかけになってオールドメディ
アの映画とも映画館ともつながっています。映画館は、暗転して浮かび上がるスクリーンなど映画
館独特の「場」の共有、観客同士が同じ場面で喜怒哀楽する「感情」の共有があります。
Z世代の私たちは、「サブスクで映画を見る」利便性、「映画館で映画を見る」場所性を使い分
けていることがわかりました。

8月の放送では、「夏のオタ活」について話が盛り上がりました。ゼミ生の多くは、JPOP・KPOP・
ガールズグループ・LDH所属のBATTLE OF TOKYOなど、推しのライブに行っていました。ライブ
で推しに直接会える喜びやコンサート限定グッズを並んでゲットできた達成感は、推しは違っても
ファンの共通認識です！酷暑もなんのその！オタ活に燃えるサマーなのでした。

JJ Radio 1 Club Activities
JJラジオ１では、部活動形式で時事・季節・話題・流行・趣味など実践女子大生JJのリアルを
「〇〇部」として、番組のコーナーで紹介しています。例を紹介します。

映画部

オタ部

楽しいトークは
アーカイブで
聴けます！
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JJ Radio 1 Support Projects
駒谷ゼミは、「渋谷のJJラジオ1」の公式Instagramも運営しています。
駒ゼミの先輩たちが育ててくれたJJラジオを広めたいという想いと、実践女子大生JJの私たちらしさを
知ってほしいという願いで、コツコツ投稿しています。
また「演習ⅡA」の2年生がJJラジオ1の応援プロジェクトを考えてくれたり、「メディア表現」の3年生が
インスタ動画を制作してくれたり、 JJラジオ1はクロスオーバーな展開をしています。
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♡とフォロー
よろしくお願いします！

https://www.instagram.com/jissen.media_shibuya/



Our First University Festival, 
Tokiwasai in Shibuya Campus

2013年で7年目を迎える駒谷ゼミは、初めて常磐祭（10月7・8日 渋谷キャンパス）に参加
しました。駒ゼミ8期生がパネル展示と映像制作の2班に分かれて準備しました。
全員が交替で案内役を務め、ご来場者に駒ゼミの活動についてパネルと動画で説明しました。
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紹介動画は
インスタで
見れます！
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Column
4月班のメンバー全員が「初めまして」の状態でした。Timetableで企画した
ものの1時間話せるか、とても不安でしたが、最後まで楽しい雰囲気で無事進
行することができました。無我夢中でやりきった達成感を感じるとともに、またやり
たい意欲が沸いてきました！
Written by Okamura Ayami (Radio Name: Ayami)

JJ Times April 2023

Column】
初めてのラジオ出演でとても緊張しましたが、いざ放送が始まると
あっという間の1時間でした。第1回目なのでとにかく「楽しく喋る」
目標を達成でき、メンバーとの仲を深めるきっかけになりました！
Written by SuzukiI Sana (Radio Name: Sana)

Column
3月から4月班の打ち合わせがスタートしましたが、緊張と人見知りのた
め、期待より不安の方が大きかったです。しかしラジオの本番が始まると、
自分の好きな話題だったので自然に話すことができ、「人前で話すのって
意外と楽しいんだ！」と発見がありました。
Written by Omori Yuma (Radio Name:Yuma)

Column
4月班メンバーとは、3月にゼミのキックオフミーティングで会ったばかりだっ
たので、最初は1時間話せるかとドキドキでした。ところが、いざ生放送が始
まると、メンバー共通の音楽の話題で話が弾み、終始和みトークをすること
ができました。
Written by Shimizu Ayuko (Radio Name:Ayuko)

JJラジオ1 番組構成 4月2日放送
・わかるの会議 「4月から始めたいこと」
・JJ部活動 音楽部 「春に聴いてもらいたい曲」
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4月のJJラジオ1

これから生放送！
マスクで隠れているけど
ホントはかなり緊張・・・

放送終了後に記念写真！
1時間とにかく楽しかった!!
マスクの下はもちろん笑顔！
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Column
人生初のラジオ出演でした。放送が始まった瞬間はとても緊張しましたが、
同じ5月班のひかるちゃんとモデレーターの駒谷先生と話してる間に落ち着いて
きて、楽しくトークできたと思います︕30分では話足りないぐらいでした︕
Written by Ono Saori (Radio Name:Saori)

JJ Times May 2023

Column
普段でも緊張すると声が低く早口になってしまいがちなので、本番では
出来る限り落ち着いて聞きやすいように話すことを心掛けました︕初めて
のラジオ出演だったので緊張しましたが、とても楽しめて「もっと話したい」
と思いました︕
Written by Igarashi Hikaru (Radio Name: Hikaru)

Column
自分がラジオ出演するなんて、今まで考えたこともなく人前で喋ることも得意で
はないので放送前は不安だらけでしたが、オンエアになったら自分の好きな推し
について、自然に話せていて30分があっと言う間でした︕
Written by Nishikawa Ayami (Radio Name:NISHIKAWA)

Column
5月から尺が30分になり、時間配分が上手くつかめなかったのですが、
初めてにしてはスムーズに話せて安心しました︕ですが、自然体で話すこ
とはまだまだ難しいので、次回リベンジしたいです︕
Written by Yanagida Yukina (Radio Name:Yukina)

JJラジオ1 番組構成 5月7日放送
・JJ部活動 キンプリ部 「King&Princeの魅力」
・JJお悩み相談 「誕生日プレゼント」
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5月のJJラジオ1

JJ部活動:キンプリ部

お悩み相談
お誕生日プレゼント
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Column
初めてのラジオ出演で上手く話せるか不安で緊張していましたが、6月班の

メンバーとゼミでいつも話しているように、推しの「モーニング娘。’23」について
楽しく語ることができました。モーニング娘。はガールズグループの草分け的存
在なので、その魅力をサステナビリティと関連づけて話せてよかったです。
Written by Yakuwa Rino (Radio Name: Rino)

JJ Times June 2023

Column
今回は2回目の出演で、前回よりも少しリラックスして楽しむことが出来
ました。好きなガールズグループの「≠ME」について語れました！ガールズ
グループには、同じ女性であるからこそ、単なる憧れに留まらず、共感でき
る点が多くあります。そんなガールズグループの魅力を6月班のメンバーと
一緒に共有し発信できて嬉しかったです。
Written by Omori Yuma (Radio Name:Yuma)

Column
初めてのラジオ出演でドキドキでしたが、大好きな「aespa」について自分
の言葉で話せて、「やっぱりガールズグループを推すのは楽しい！」と改めて
感じました。社会的文脈の視点から日韓のガールズグループそれぞれの良さ
を紹介できたので、リスナーのみなさまに伝わっていればいいなと思います。
Written by Yanagida Toko (Radio Name: Toko)

JJラジオ1 番組構成 6月4日放送
・JJ部活動 ガールズグループ部
（≠ME・モーニング娘。’23・aespa）



13

6月のJJラジオ1

ガールズグループについて
熱く語ったよ！！

放送後のAfterTalkも
盛り上がったよ！



Column
2回目のラジオです。1回目よりもリラックスして話すことが出来ました！
まさか大好きな「名探偵コナン」の話を7月班メンバーの光ちゃんとラジオで
語り合えるなんて！楽しいトークになって嬉しかったです！
Written by Ono Saori (Radio Name:Saori)

JJ Times July 2023

Column
2回目の出演で、大好きなコナンについてたくさん話せて嬉しかったです！

ただ自分のパートでつい話が盛り上がってしまい、さおりちゃんの時間が短くなった
のではと反省しています (;^_^A
次回は、もう少しリラックスしてアドリブに上手く対応できるようにしたいです！
Written by Igarashi Hikaru (Radio Name: Hikaru)

Column
2回目の出演だったので、モデレーターの駒谷先生の質問やつぐみちゃんの
相槌に反応でき、映画トークを楽しめました。次回は、とちっても間違えた感
を出さないように頑張りたいです！
Written by Nishikawa Ayami (Radio Name:NISHIKAWA)

Column
初めてのラジオだったので緊張していたのですが、映画部で私の好きな音楽に
ついて話せて楽しかったです。Mrs. GREEN APPLEの「Soranji」も紹介でき
たので、リスナーのみなさまも興味を持ってもらえると嬉しいです。
Written by Fukiage Tsugumi (Radio Name:Tsugumi)

JJラジオ1 番組構成 7月2日放送
・JJ部活動 映画部

Z世代の映画の見方について＋コナン映画の魅力

14



15

7月のJJラジオ1

大好きなコナン映画の魅力を
たくさん伝えました！！

Z世代の映画の見方について
トーク中



Column
アイス部では、8月班が中心となって、ゼミ生に人気アイスについてアンケート
調査を行ってから、31支店に取材交渉し、事前にロケしてアイスの種類やパッ
ケージや価格を吟味してから実際に購入し、テスティングをゼミ生全員で実施
しインタビューを録って、ラジオ原稿にまとめあげた。達成感！
Written by Okamura Ayami(Radio Name: Ayami)

JJ Times August 2023

Column
2回目のラジオ出演だったので、いつものゼミのような和気あいあいの雰囲気
でトークができました。大好きなアイス特集では、メンバーが感じたアイスの味を
ラジオの聴覚情報としてどのように伝えたらよいか、悩みました。これは私の五感
に関する卒論にも関係したので、勉強になりました。
Written by Fukiage Tsugumi (Radio Name:Tsugumi)

Column
今月は「夏がキターーー！」特集でした。アイス部では、はちきーずのみんな
が調査に協力してくれたので、全員で協働して番組制作をしている実感があり
ました。オタ部では、みんなの推し活事情がわかって、サマーライブの思い出話
で盛り上がりました。みんなと打ち解ける機会や話題が増えて嬉しいです。
Written by Suzuki Sana(Radio Name: Sana)

JJラジオ１ 番組構成 8月6日放送
・JJ部活動

アイス部 「駒ゼミ版サーティーワン人気アイスコンテスト」
オタ部 「夏のオタ活トーク」
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８月のJJラジオ1

17

アンケートで人気だった
フレーバーを

ゼミ生みんなで実食！

オタ活トークが
止まらない！
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Column
｢情報セキュリティ｣の講義で、JJラジオ1のインスタのために生成AIでおしゃれな実践
女子大生のアイコンを制作しました。選択するアプリやキーワードによりイメージとかけ離
れたイラストになったり、著作権が曖昧なイラストが作られたり、AIの限界や落とし穴も
経験しました。もう少し放送時間があればラジオで是非伝えたかったです。
Written by Yanagida Yukina(Radio Name:Yukina)

JJ Times September 2023

Column
２回目のラジオ出演です。今回は「情報セキュリティ」の講義で、生成AIで
プロデュースしたボーイズグループについて紹介しました。自分たちがChatGPT
を活用し、アイコン制作でこだわった点や困難に感じた点を話しました。画像や映
像のコンテンツの視覚情報をラジオ音声の聴覚情報でイメージしてもらえるよう、
伝え方に留意しました。
Written by Yakuwa Rino (Radio Name: Rino)

Column
４月ぶりのラジオ出演で勘を取り戻すのに少し躊躇しました。講義で生成AIを
用いたPBLの一環で、JJラジオ1を応援するプロジェクトに参加しました。さくっとで
すが、その経過と結果を報告できてよかったです。画像や映像はインスタで公開で
きたので、リスナーの方も実際に見れて、ラジオの補完になったと思います。
Written by Shimizu Ayuko (Radio Name:Ayuko)

Column
６月ぶりの出演では、「情報セキュリティ」の講義で｢Vivid Step｣というボーイズ
グループをAI制作した内容を伝えました。AIでグループメンバーのプロフィールから
マーケティングの世界戦略まで企画しました。ラジオでもデビューできてよかったです。
Written by Yanagida Toko (Radio Name:Toko)

JJラジオ1 番組構成 9月3日放送
・JJ部活動 インスタ部 「JJラジオ公式Instagramを広めよう!」

アイドル部 「ボーイズグループをAIプロデュースしてみた!」
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9月のJJラジオ1

駒ゼミのアイドル爆誕です！
｢Vivid Step｣のインスタ
アカウントもあるので、ぜひ
チェックしてください！
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Column
前期はモデレーターの駒谷先生のアシストがありましたが、後期は全面的に
ゼミ生がイニシアチブを取って番組制作をすることになりました。パーソナリティ
として番組の進行が一番不安でしたが、インスタ部は、実際に自分たちも
関わったコラボ企画だったので、普段ゼミでピッチプレゼンをしている雰囲気で
簡略に話すことができました。
Written by Yanagida Yukina(Radio Name:Yukina)

JJ Times October 2023

Column
今回の番組では、学食コラボキャンペーンや駒ゼミの常磐祭参加を
伝えることができて、はちきーずのゼミ活動を多くの方たちに知ってもらう
きっかけになったと思います。ゼミ生メインの番組進行はドキドキでしたが、
スムーズに話題を広げたり変えたりできたので、前期よりスキルが上がった
ような気がします！
Written by Okamura Ayami (Radio Name:Ayami)

Column
10月の生放送では、Timetableで想定した内容から更に発展した
話題に広げて話すことができました。等身大の私たちの秋トークになったと
思います。次回もゼミ生主導の番組作りになるので、リスナーのみなさまを
より意識してメッセージを届けたいと思います。
Written by Nishikawa Ayami (Radio Name:Nishikawa)

JJラジオ1 番組構成 10月1日放送
・JJ部活動

インスタ部 「JJラジオ1×学食コラボ開催!」
秋部 「みんなの○○の秋って何?」



21

10月のJJラジオ1

秋部 《〇〇の秋 》
10月班の秋トーク！

インスタ部 《学食コラボ企画》
駒ゼミがデザインしたポイントカードで

JJラジオ1のインスタのフォロワーをゲット！
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Column
ラジオ番組制作と並行で学祭の準備をするのは大変でしたが、常盤祭当日
駒ゼミのブースに来てくださった皆様から「ラジオがんばってください」「インスタ
登録しましたよ」「好きなことが研究できていいですね」と励ましの言葉を頂戴し
ました。自分たちの活動を評価してもらえて自信につながりました。
Written by Yanagida Yukina(Radio Name:Yukina)

JJ Times November 2023

Column
番組では、はちきーず全員で企画案を出し合った段階から、パネル班と映像
班に分かれて準備を進め、常盤祭で予想以上の多くの来場者から駒ゼミ活動
に興味を持ってもらえたことまで、ドキュメント方式で伝えました。
「JJラジオ1をやっていてよかった！」としみじみ思いました！
Written by Omori Yuma (Radio Name:Yuma)

Column
駒ゼミはラジオ番組制作に毎月追われているので、今までは10月の常磐祭は、

4月当初の計画にはありませんでした。しかし後期になってはちきーずで番組作り
を全面的に任せてもらえ、何か足跡を残したいと思うようになりました。初めての
参加でしたが、JJラジオ1でその成果を報告できて達成感でいっぱいです。
Written by Shimizu Ayuko (Radio Name:Ayuko)

JJラジオ1 番組構成 11月5日放送
ドキュメント ｢駒ゼミ はじめての常磐祭｣

Column
常磐祭では来場者のインタビューを担当しました！老若男女に関わらず
多くの方々にパネル展示や動画視聴をしてもらい、感想を直接聞けたことで、
私たちのゼミ活動の意義があったんだと改めて実感できました！
Written by Suzuki Sana (Radio Name:Sana)
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11月のJJラジオ1

学長の難波先生・副学長の槙先生はじめ本学の先生方、
実践桜会の大和様はじめ同窓生のみなさま、

受験希望の高校生と保護者の方たち、他大学の学生の方たち、
近隣にお住まいの方々がお越しくださいました！
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Column
4回目のラジオ出演で、今回が一番自分の言葉でメッセージを伝えられたのではと
思います。ゼミで企画書から立ち上げて、取材の手順を吟味し、限られた時間を有効
に使って、ランドの存在意義をメディアゼミ生として考えることができました。
Written by Nishikawa Ayami(Radio Name:Ayami)

JJ Times December 2023

Column
7月ぶりのラジオだったので緊張しましたが、話すスピードも意識できてトークを
楽しむことができました！特にインタビューコーナーでは、録音をブースで聴きなが
ら、改めてランドでの没入体験を思い出し、実感を持って話せました。
Written by Igarashi Hikaru (Radio Name:Hikaru)

Column
先月から連続登板です！アミューズメントパークの先駆けとなったランドを場所性
から捉え直すことで、さらにディズニーの世界観について考えることができました。
ラジオで楽しくマジメにランドの魅力を伝えられているといいなと思います。
Written by Shimizu Ayuko (Radio Name:Ayuko)

JJラジオ1 番組構成 12月5日放送
・部活動 探検部

｢駒ゼミメディア探検！なぜ今あえてのディズニーランド！？｣

Column
今回はインタビューコーナーを担当しました！ラジオ局の人数制限でブースに入れ
ないため、放送前にインタビュアーとしてランド取材の感想をゼミ生全員に聞き取り
録音しました。テープ起こしから編集まで作業は大変でしたが、はちきーずのランド
体験がリスナーに伝わってくれると嬉しいです。
Written by Ono Saori (Radio Name:Saori)
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12月のJJラジオ1
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Column
6月に出演したアイドル部では、ガールズグループを紹介しました。今回
半年ぶりにアイドル部がカムバック（復活）して、ガールズとボーイズ双方
のグループの特徴だけでなくジェンダーや文化的背景も紹介できました。
Written by Yakuwa Rino(Radio Name: Rino)

JJ Times January 2024

Column
6月班と同じメンバーでアイドル部がカムバでき、 アイドル好きの私たちなら
ではの企画が出来たと思います♪ デビューしたばかりやデビュー間近の期待
のアイドルグループを、私たち自身のチョイスで紹介しました！推薦グループ
の今年の活躍が楽しみです！
Written by Omori Yuma (Radio Name:Yuma)

Column
アイドル部がカムバできたので、音楽番組のようにアイドルグループの楽曲
をMCに凝って紹介しました。全6曲のセトリを検討し、テンポ感を出した進行
を心掛けました。ブースで自分の好きな曲も聴きながら、パーソナリティとして
リラックスしてトークを楽しめました♪
Written by Yanagida Toko(Radio Name: Toko)

JJラジオ1 番組構成 2024年1月7日
・JJ部活動 アイドル部 新春音楽特集

2024年スタートにふさわしい曲2024年期待のアイドルグループ
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1月のJJラジオ1

アイドル部
ファイト！MCもいい感じ♪

カムバックした
アイドル部は
無敵＆素敵！
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Column
今回の取材も兼ねて自分の推しチョコを購入する際に、チョコ選択であれこれ楽しく

悩むのも推し活であると実感しました。推しチョコ⊂ 推し活とわかりました。

Written by Ono Saori (Radio Name:Saori)

JJ Times February 2024

Column
番組後半から登場しました！先輩ななきーずさんのインタビューを特別企画として
発信しました。ななきーずさんからのエールをしっかり受け取って、自分なりに卒論も
就活も悔いなくやっていきたいと思いました。
Written by Fukiage Tsugumi (Radio Name:Tsugumi)

Column
「推しチョコ」は、企画の段階ではあまりイメージできなかったのですが、実際にチョコを
購入し自分の推しのトレカやチェキと一緒に写真を撮ると、なぜ多くの人が「推しチョコ」
するのか、そのこだわりをわかったような気がします。
Written by Suzuki Sana (Radio Name:Sana)

Column
メディアイベント化したバレンタインにおいて、推し活と連携した「推しチョコ」が新たな

トレンドなのが、とても興味深かったです！自分でも実際に購入した「推しチョコ」と
トレカを撮影しインスタ投稿してみて、推し活との一貫性を体感できました。
Written by Yanagida Toko (Radio Name:Toko)

JJラジオ1 番組構成 2024年2月4日放送
・JJ部活動 推し活部 「今どきのバレンタインは推しチョコです」
・特別企画 「4年生の先輩ななきーずが振り返ってみた！」
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2月のJJラジオ1

自分たちが購入した
「推しチョコ」を
生放送で紹介！

ななきーず
先輩たちの

メッセージに感動！

インスタに
「推しチョコ」
投稿してみた！
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Column
「ハイキュー!!」大好きの3月班が、満を持して熱烈トークしました！ギュギュっと
凝縮して「ハイキュー!!」 の魅力を伝えようとしたのですが、残念！時間が足りま
せんでした。インスタのアフタートークでカバーしました！
はちきーず最後の放送回だったので、全員の回顧インタビューを紹介できて
感慨もひとしおです！昨年の4月からJJラジオ1と一緒に駆け抜けた感じです。
Written by Okamura Ayami (Radio Name:Ayami)

JJ Times March 2024

Column
大好きな「ハイキュー 」について熱く語れて嬉しかったです！今までは

Timetableを台本のように読んでいる感じでしたが、今回は自分の言葉で映画
「ハイキュー 」の魅力を伝えられました！
私たちはちきーずにとって、JJラジオ1の生放送は毎回真剣勝負！まさに映画
「ハイキュー!!」のように「もう一回がない試合」でした！
Written by Igarashi Hikaru (Radio Name:Hikaru)

Column
「ハイキュー 」は、メディアミックスの展開例としても興味深いので、番組で特集

しました。漫画では感動の一瞬を捉えた刹那的なシーンをじっくり味わえ、アニメでは
躍動感を溢れるシーンを思いっきり楽しめ、映画では大迫力のスクリーンと音響で
応援の大歓声はたまた主人公だけの息遣い、見所たっぷりで没入できます！
Written by Yakuwa Rino (Radio Name:Rino)

JJラジオ1 番組構成 2024年3月3日放送
・JJ部活動 それいけ！ハイキュー!!部
「劇場版ハイキュー!!ゴミ捨て場の決戦の魅力を語ってみた!」

・特別企画 「3年はちきーずがJJラジオ1の1年を振り返ってみた！」
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3月のJJラジオ1

ハイキュー の
グッズぬいたちも
生放送に参加!?

アフタートークも
ハイキュー!!

インスタに投稿！



駒ゼミ はちきーず １

清水 彩友子

Self - introduction

Radio name あゆこ

 Hobby 音楽・映画鑑賞 ♬

 カフェ巡り

JJ Campus Voice !!

番組パーソナリティとして、 4・9・11・12月を

担当しました。

当初、生放送中は時間配分で時計が気に

なったり、沈黙しないように話し続けなくては

と、緊張や不安の方が大きかったです。

JJラジオ1は、リスナーの皆様の反応をダイ

レクトに見れないので、音声メディアとしての

難しさや歯がゆさも感じました。

しかし回数を重ねるごとに、目の前にリス

ナーの皆様がいるように意識して、自分の言

葉で語りかけるように努めて、「声」で伝える

楽しさや意義を感じることができました。

JJラジオ1活動を通し、メディアの受け手・

使い手・作り手・送り手の経験ができました。

ゼミのメンバーとの絆も深まりました。
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Graduation Thesis

帯紙から得る印象と購買行動
～視覚情報から行動へ～

研究背景

研究方法・進捗状況
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駒ゼミ はちきーず 2

柳田 有希奈

JJ Campus Voice !!

Radio name ゆきな

Birth place 埼玉県

Hobby ダンス・オタ活・服探し

34

Self-introduction

番組では、5・9・10・11月を担当しました。今まで

ラジオに馴染みがなかったのですが、4回に渡り企画から

取材・放送まで試行錯誤の中で、リスナー視点の大切さを

感じる取ることができました。

特に10月の「JJラジオ1 ✕学食コラボ開催！」と11月

「駒ゼミはじめての常磐祭」は、ラジオの送り手として

ターニングポイントになりました。いずれも、JJラジオ1

の認知度アップが目的でした。ゼミ生全員一致団結して

学内でコラボキャンペーンやパネル展示など、従来の取材

とは一味違ったスタイルで作り上げました。

それだけに思い入れもある反面、生放送で私たちの

パッションをダイレクトに伝えてよいのか、独りよがりに

ならないか、リスナーに共有してもらえるかなど、

メンバーみんなで悩んで考えて内容を吟味したことは、

メディアの送り手として貴重な経験になりました。



Graduation Thesis

ステージ照明による「色」と「動き」

～与える印象と生じる感情～

研究背景

研究方法・進捗状況

高校時代、ダンス部の大会で初めてプロの照明で踊りました。その映像を見た瞬間、衝撃が

走りました。「照明の魅力について知りたい！」と興味を持ちました。

まず文献研究で、照明の定義づけを行いました。次に先行研究で、光色と感情の動きや印象

の受容について調べました。現在は調査研究として、アンケート・ワークショップを企画し、

メディアの技術専門学校の学生を対象に「色彩のイメージ」「舞台照明に対する印象評価」

などの関連性を探究していきます。
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駒ゼミ はちきーず 3

大森 優摩

Self-introduction
Radio Name：ゆま
Hobby：アイドル応援

カフェ巡り

JJ Campus Voice !!
4・6・11・1月を担当しました。放送前はドキドキ緊張していましたが、

いざマイクの前で話し始めるとダンダン楽しくなってきました!!

番組コーナーのJJ部活動で、6月の「ガールズグループ部」と 1月の

「アイドル部」として、偶然ですが同じメンバーで連携トークできたことが

思い出深いです。自分の推しのアイドルグループの特徴や曲を紹介したり、

ファン心理学やジェンダーの視点から話したり、自分の“好き”をリスナー

の皆様にどのように伝えられるか、楽しくマジメにトークしました。

36
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Graduation Thesis

元女性トップアイドル指原莉乃による

ガールズアイドルグループのプロデュース力

研究背景

推しのアイドルグループ「≠ME」は、元AKBのトップアイドル指原莉乃がプロ

デュースしています。「一世風靡した女性トップアイドルがガールズグループを

する」構図に魅かれました。そこで次の2点を研究の目的として設定しました。

 ①元トップ女性アイドル指原莉乃のプロデュース力を追究

 ②現代のガールズアイドルグループのプロデュースの在り方を考察

研究方法・進捗状況

文献研究を2部構成で進めています。研究1では、平成・令和を代表するガー

ルズグループをプロデュースしているつんく や秋元康の特徴と指原への影響、

研究2では、指原プロデュースのグループのコンテンツ分析をしています。
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JJ Campus Voice

Self-Introduction

岡村 彩美

Radio Name  あやみ
Hobby アイドル応援・スポーツ観戦

4・8・10・3月を担当しました！特に印象深かったのは、8月のアイス部です。

サーティワンの人気アイスをアンケート調査し、その結果を反映させて購入するアイス

をリストアップし、実際に試食を楽しんで、その美味しさをインタビューで録音しました。

放送に間に合うようにテープ起こしをして編集して、食レポとして生放送で流せたとき

は、味覚体験を聴覚情報で表現できた喜びでいっぱいでした。

駒ゼミ はちきーず ４

38

お好みのアイスを取り分けます！アイスがバケツで到着！拍手でお迎え！

アイスの食レポのインタビューです！
おまちかねのテイスティングタイム！



Graduation Thesis

プロ野球団のYouTube利用から考えるファンコンテンツ

～楽天イーグルスファンの獲得を目指して～

研究背景
幼い頃から母親の故郷の球団である楽天イーグルスの大ファンです。残念ながら、近年のプロ

野球は人気が低迷しています。各球団が様々な取り組みをしている中で、公式YouTubeに着目し

ました。楽天は、2021年から投稿本数が増え、様々な動画展開を見せています。しかし、登録者

数や再生回数は、投稿本数に伴なった伸び方をしていません。そこで研究目的として ① 他球団

と楽天のYouTube利用の比較分析 ② ファン増加のコンテンツとしてのYouTubeの有効性を検討

をします。

研究方法・進捗状況
文献研究として、他球団（全12球団)の登録者数・投稿本数・再生回数の推移データに注目し、
好転したケースの時期や契機の比較分析をしています。この結果を元に、可能であれば楽天
イーグルスの広報にインタビューを希望しています。
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駒ゼミはちきーず 5

鈴木紗那

▷ Self-introduction

Radio Name：さな
Hobby：ヲタ活・ネットサーフィン
Like：音楽・ダンス・スイーツ

▷ JJ Campus Voice!!

  －JJラジオ1－

Personality

・April『春におすすめの曲紹介 』

初めての出演で緊張していましたが、4月班のみんなと自分の好きなことや想い出に

ついて話し、ラジオで伝える楽しさを知ることができました！

・August『駒ゼミ版31人気アイスアンケート調査 』

企画のアイデアが多く出て、調査の準備過程から前向きに取り組めました。アイス

を堪能しながら皆で批評し合い、はちきーずの夏の思い出になりました！

・February『バレンタイン特集－推しチョコ －』

バレンタイン特集で最新の“推しチョコ”を紹介し、自分たちも実際に“推しチョコ”を

 体験しました！自分の好きな音楽もリスナーの方々に聴いてもらえ嬉しかったです。

Interviewer

・October『はじめての常磐祭 』

当日のインタビューを担当し、責任重大で緊張しました。来訪者の方々から励まし

の言葉を多く頂き、今までの活動にやりがいを感じました！インタビュー後の編集作

業では、限られた放送時間内に収めるためエピソードの選出に尽力しました。
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▷ Graduation Thesis

オーディション番組における『人気』の一考察

－「BOYS PLANET」を事例として－

研究背景

研究方法・進捗状況

高校時代に視聴したオーディション番組「PRODUCE 101 JAPAN」が契機となり、

視聴者投票型のオーディション番組において人気を獲得していく練習生たちに興味を

持ちました。『BOYS PLANET』を例に、「大衆人気がある練習生」と「熱狂的ファン

を持つ練習生」の深層探究を目的にしています。

アンケート調査として、『BOYS PLANET』視聴者、通称“スタークリエイター”を
対象に、番組と推しに焦点化した質問項目を設定し心理尺度も含めて量的と質的の
双方から分析していきます。
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5・７・10・12月を担当しました。特に印象に残っているのは、5月と12月の放送です。

2023年5月

初めての出演で、ラジオ局への道中「緊張で噛まないか」など不安しかありませんでした。

いざ生放送が始まると、思いのほかリラックスして「もう30分？短かったな」と感じるぐらい

集中して話せていました。

2023年12月

最も達成感があり、エンジョイできた思い出の回です。ディズニーランドのメディア探検は、

取材と放送の両方の準備があり、綿密なプランニングと迅速な進行が求められました。ゼミの

みんなの協力で、企画書を作成する段階から取材目標に沿った当日のスムーズな動線をイメー

ジし、実際の探検でフレキブルにアトラクションに対応できました。時には一致団結、時には

分業してゼミメンバーとより絆を深められました。

JJラジオ1の活動は、メディアの受け手・使い手・作り手・送り手の4者として、複数回番

組を制作していく過程で、スパイラルに体験できたことが大変有意義だったと思います。

駒ゼミ はちきーず 6

西川 綾海

にしかわ

アイドル応援

お菓子作り
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文献研究で先行研究を概観した後に、CDやコンサート動画のコンテンツ分析を中心に

行います。

ジャニーズにおける新たな完成の形

～ King & Princeの5年間に着目して ～

研究背景

推しのKing & Price（キンプリ）は、2018年に6人グループでデビュー後、2021年に

1人、2023年に3人が脱退し、2024年3月現在のメンバー構成は2人になっています。多

くのアイドルグループの中でも、キンプリは、わずか5年間の活動期間にもかかわらず、CD

売り上げやコンサート動員数は記録的であり、トップアイドルとして圧倒的な人気を維持し

ている稀有な存在です。そこで研究目的として、キンプリにとってこの５年間は何を意味

するのか、５年間の軌跡を探究することにしました。

研究方法・進捗状況
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駒ゼミ はちきーず ７

Radio name: つぐみ

Hobby: 音楽・食べ物

吹上 二海

Self  introduction

JJ Campus Voice

7・8・2月を担当しました。ラジオ制作は未知の世界だったので、当初は 不安があり

ました。しかし、自分の好きなことや興味を持っていることを リスナーの方々に伝え

ていくことで、よい意味で緊張感を伴いながら、知ってもらう嬉しさが増えていきました。

✓ 7月は、「JJ部活動 映画部」でＺ世代の映画観について話しました。特に、

大好きなバンドのMrs.GREEN APPLEの楽曲Ｓｏｒａｎｊｉについて、自分の言葉で

エピソードとして話せたことが、よい思い出になりました。

✓ 8月は、「JJ部活動 アイス部」で駒ゼミ版31人気アイスコンテストを実施し、

はちきーず全員集合で食レポをして、味覚をどのように音声で伝えたらよいかを

考えるよい機会になりました。

✓ 2月は、4年先輩ななきーずさんのインタビューから、卒論と就活の大変さと乗り

越えるヒントをもらいました。あと1年の大学生活を有意義に過ごしたいという思い

が強くなりました。
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Graduation Thesis

Z世代が感じる「きれいな」音楽

―感性と背景に基づく音楽観の形成―

研究背景

幼少期から様々な音楽に慣れ親しんだ環境で、近年になって心惹かれる曲の数々

は、自身が「きれい」と感じる点が共通していると気づきました。そこで、自分も含めて

Z世代の人々が、実際にどのような曲を「きれい」と感じるのか、その源を追究するの

が研究の目的です。

まず文献研究として先行研究を概観しました。個人特性と好みの「美」の傾向につ

いてや、聴覚と視覚の関連性について調べました。

次にZ世代を対象にワークショップ方式を計画しています。ワークショップ参加者が

「きれい」と思う音楽について、事前事後アンケート・ワークショップで曲試聴・ディス

カッションでのイメージ共有の有無を質的量的に分析します。現在は、ワークショッ

プ実施に向けて、内容を検討しています。
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駒ゼミ はちきーず 8

小野 早織

Self-introduction

 ラジオネーム: さおり

 趣味: 麻雀

JJ Campus Voice!!

5・7・1月に担当しました。各担当月の振り返りです。

2023年5月 JJお悩み相談 「誕生日プレゼント」

初めてのラジオ出演でした。ひかるちゃんと駒谷先生とあれこれ話している間に、ドンドン緊張

がほぐれて、最後はリラックスモードで原稿にないことまで話していました！「誕生日プレゼント」

という身近な話題だったので、初心者でもトークが弾みました。

2023年7月 JJ部活動 「名探偵コナンの魅力」

またひかるちゃんと一緒に大好きな映画「名探偵コナン」の魅力について話しました！最初は

どう話したらコナンを知らないリスナーの方たちに興味を持ってもらえるか、上手く言語化できず、

もどかしさを感じましたが、コナン大好き同志のひかるちゃんと二人で助け合って話せたので、

充実した回になりました^ ^

2024年2月 JJ部活動 「推しチョコ」

今流行っている「推しチョコ」を紹介しました！私の推しはHey！Say！JUMPの有岡大貴君な

ので、奮発してゴディバのチョコを購入しました。なぜこのチョコを選んだのか、推しチョコしてど

うだったのか、自分のこだわりを話しました。最新のチョコ事情と推し活を少しでも知ってもらう機

会になればと思っています。
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Graduation Thesis

世代別にみる「クレヨンしんちゃん」のイメージ

ー不変性と可変性の狭間でー

研究背景

研究方法・進捗状況

幼少期から母親の勧めでアニメ「クレヨンしんちゃん」を視聴し始め習慣となり、気がつけば

グッズ収集していました。今は「クレしん」は、自分の生活の一部です。30年以上の歴史を持つ

「クレしん」は、親から子へ、祖父母から孫へ、受け継がれています。そこで、研究目的として、

世代ごとに「クレしん」をどのように受け止めているのか、どのようなイメージを持っているのか

を探究することにしました。

子ども・親・祖父母世代を対象にアンケート調査を行います。リアタイの視聴率が年々減少

傾向であることからタイムシフト視聴などの形態も範疇に入れて視聴媒体や形態・ 「クレし

ん」との出会い・「クレしん」の認知度や好感度・好きな「クレしん」のシーン・「クレしん」のイ

メージ・グッズ収集等を尋ねます。現在、アンケート項目を作成し、内容を吟味中です。
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「JJラジオ１」担当月：2023年6月・9月・2024年1月・2月

ラジオは未知の領域で戸惑いもありましたが、回数を重ねるごとにコツを掴めて

楽しみながらトークできました。担当月ごとのコメントです。

2023年6月

ラジオ初出演は「ガールズグループ部」でした。ガールズグループの魅力について

推し活の楽しさはもちろん、ロールモデルやジェンダー視点でも語り合いました。

2023年9月

ボーイズグループのVivid Stepが、「情報セキュリティ」の講義で生成AIを使って

どのように爆誕したのかを紹介しました！ラジオで最新AIの話をしてインスタに映像を

アップする、メディアミックスで発信する楽しさを味わいました。

2024年1月

「ガールズグループ部」がカムバックしました！新年らしく2024年期待のアイドルを

紹介し、6月から更に進化と深化したトークができました。

2024年2月

今年流行りの「推しチョコ」を実際にチャレンジしてみて、推し活と相性がよくハマ

る理由がわかりました！インスタ用に推しのグッズとチョコを並べて撮って実感です！

JJ Campus Voice! 

駒ゼミはちきーず 9

Self Introduction 
柳田瞳子

Radio  Name:とーこ

Hobby: ダンス・編み物
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Graduation Thesis

研究背景

研究方法・進捗状況

韓国のガールズグループ「少女時代」を日本の音楽番組で視聴して以来、世界的にも大人

気になっている韓国の芸能プロダクションSMエンタテインメントのアーティストを推すよう

になりました。 SMエンタテインメントは、所属アーティストの個性に応じて、独自の世界観

やコンセプト、コンテンツで他グループとの差別化を図っていると言われます。そこで、研

究目的として、最近話題になっている「aespa」のメタバースのコンセプトに注目し、SMエ

ンタテインメントのプロモ戦略を追究します。

文献研究としてコンテンツ分析を行います。具体的にはInstagramとYouTubeの aespa の

投稿内容をKHCoderでテクスト分析します。次にSMCUというSMエンターテインメント独

自コンテンツからaespaとアバターの関係やメタバースのマーケ戦略を読み解いていきます。

SMエンタテインメントが

グローバルで成功し続けるプロモーション戦略

〜「aespa」のメタバースコンセプトを事例として〜
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メタバース展開しているaespa
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Self-introduction

駒ゼミ はちきーず 10

八鍬莉乃

Radio name りの

Hobby ヲタ活・カフェ巡り

JJ Campus Voice 
6・9・1・3月を担当しました。特に印象に残っているのは9月と1月です。

2023年9月

「情報セキュリティ」の講義で、生成AIを使いプロデュースしたボーイズグループ

「Vivid Step」について、キャラ設定からマーケ方略まで制作過程で困難だったことやこ

だわったことを話しました。生成AIをご存じないリスナーの方もいらっしゃると想定して、

どのようにわかりやすく言葉だけで説明するか、イメージしてもらうにはインスタの映像

をどのように提供するかなど、情報共有の仕方について考えるよい機会になりました。

2024年1月

2024年のスタートにふさわしい曲 ＆ 2024年期待のアイドルグループを紹介しました。

6月班のアイドル部がカムバックしたので、１月は音楽番組のような編成にしました。6

曲が上手くつながるようにコンセプトを統一してセトリを考えました。曲紹介から曲開け

コメントでＭＣを増やして番組の流れを重視しました。新しいスタイルに挑戦できて、楽

しくトークできました。

1年間のＪＪラジオ1活動は、最初の6月にラジオブースに入った緊張の瞬間から、1月

に生放送が終わりブース撤収まで、長いようで短く、感慨深いものがありました。
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Graduation Thesis

研究背景

研究方法・進捗状況

つんく の歌詞はなぜ共感できるのか

～モーニング娘。の楽曲を事例として～

小学校高学年でモーニング娘。の「One・Two・Three」のミュージックビデオに出会い、つん

く の歌詞にジーンときました。それ以来ハロー!プロジェクトを推しています。サステナビリ

ティを誇るハロプロで、つんく 作詞曲は共感性が高いと言われています。中でもデビューか

ら現在もモーニング娘。の楽曲のほとんどをつんく が作詞しています。そこで、モーニング

娘。の楽曲を事例に、つんく の歌詞の共感性について深層を追究します。

文献研究を行っています。具体的には、つんく の歌詞に関する先行研究の調査を

行い、具体的な研究方法の検討、研究対象の楽曲決めなどを行いました。現在は、

SNS上でのつんく の作詞に関する情報収集を行い、研究対象である楽曲の歌詞を

KH Coderで分析する予定です。
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Radio Name：ひかる
Hobby：カメラ ・舞台鑑賞

JJ Campus Voice!!

5・7・12・3月を担当しました。特に思い出深いのは、12月のディズニーラ

ンドのメディア探検の回です。通常は担当月班のメンバーで小規模で動くこと

が多いのですが、メディア探検はゼミ生全員総出の初の外部取材で大規模だっ

たので、一つのプロジェクトをゼミ全体で遂行している感がありました。

またJJラジオ1でパーソナリティを初めて経験して、自分の言葉で情景や感

情を伝えるのが難しい反面、自分の想いが上手く聞き手に伝わった時の嬉しさ

は音声メディアのラジオならではで、とても貴重な経験ができました！

番組ラストにメンバーみんなで「ごきげんよー！」とご挨拶をして、時間通

りに終わった時は、心の中で小さくガッツポーズ！でした。

Self Introduction

駒ゼミ はちきーず 11

五十嵐 光

愛用しているLUMIX GF9
で撮影したお気に入りの

写真たちです
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「ヒプノシスマイク」は、元々は音楽原作キャラクターラッププロジェクトです。

その実写化や舞台化には賛否両論があったものの、実際に舞台を見て、原作の世界

観やキャラクターの再現度が高く、2.5次元の舞台に引き込まれました。2.5次元舞

台は今や高度成長の一途です。そこで研究目的として、舞台「ヒプノシスマイク」

の躍動の4年間を2.5次元舞台の成長と照合し、その軌跡を明らかにします。

研究方法・進捗状況
文献研究として、映像分析を中心に行っています。まず先行研究として、2.5次

元舞台のはじまりや現状、市場規模などを調べました。現在、2019年度を「第1

期：始まりの合図」、2020年度を「第2期：地位の確立」というように、2019年

度から2023年度までを分類し特徴づけています。舞台・キャラクター・ファンダ

ムの視点から各期を比較し分析をしていきます。

研究背景

舞台「ヒプノシスマイク」の軌跡

～2.5次元舞台の成長と共に～

Graduation Thesis

53



Toko

編集委員として、目次を担当しました！ブック編集は初めてだったので不安もありまし

たが、ゼミメンバーから原稿をもらい編集グループで添削をしていくうちに「はちきーず」

みんなの熱い思いと一人一人のこだわりがわかってきました。自分の研究ページも執筆

しながらブックをまとめていくのは大変でしたが、編集委員として一冊の本を完成させる

ことができ貴重な体験になりました。メンバーみんなの思い出の1冊になればと思います。

Editor’s Comments

ゼミブックの編集長・表紙&裏表紙を担当しました！

私たち「はちきーず」の1年間の活動をブックにまとめることになり、

4月からの活動を懐かしく振り返りながら編集作業を進めていきました。

ブック制作の過程では、添削やスケジューリング等で大変だと感じる部分もありましたが、

みんなのラジオ活動と一人一人の卒論研究がブックを通して記録と記憶に残せたので、

とても意義あるものになったと思います。はちきーず全員の魅力が伝われば嬉しいです。

最初はブックの編集が務まるか心配でしたが、最終的には個性豊かな「はちきーず」

の1年間の記録がこの一冊に詰めることができました！ ラジオの担当月班で取材をし

たり、卒論の中間発表でゼミメンバーからフィードバックをもらったりして、メンバーのそれ

ぞれの「好き」が、メディア活動や研究にドンドン深化していくプロセスも垣間見るこ

とができました。そんなメンバーの絆をこのゼミブックから感じ取ってもらえると嬉しいです。

初めてブック編集を担当しました！私たち「はちきーず」の仲の良い楽しい雰囲気や

メンバーひとり一人の個性が伝わるように、レイアウトなどに工夫できたと思います！

編集委員として作業をしながら、ゼミメンバーとして自分がどのような活動をしていたか

も振り返り、この1年間で色々な思い出を「はちきーず」で作れたんだと実感しました。

ゼミブックの1ページ1ページに「はちきーず」のこだわりを見てもらえると嬉しいです。

Fukiage Tsugumi

Yanagida Yukina

Yanagida Toko

Suzuki Sana
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Komaya’s Comments

Yearly Report 2023は、駒谷ゼミ8期生はちきーず3年生11名が、
試行錯誤・切磋琢磨した1年間の記録を自分たちの手でブックに企画
編集したものです。
2023年度は波乱万丈でした。ラジオ番組の担当時間を60分から

30分に縮小されても、めげずにJJラジオ1として企画をしっかり練り丁寧
に取材し、自分たちの言葉でリスナー方々にメッセージを届け続けました。
同時に、JJラジオ1のインスタ動画をコツコツ制作投稿し、 「ありのままの
実践女子大生」も伝えてきました。ゼミとして初めて参加した常磐祭では、
一致団結して大奮闘しました。卒論では、各々の「大好き」を学問領域
まで深めて、研究を順調に進めています。
I’m very proud of the Hachi-keez!
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